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 ゴールデンホーン【130】とトレヴ【126】はここ 1 ヶ月の間にそれぞれ

圧倒的なパフォーマンスを披露してきたが、今回発表のロンジンワールド

ベストレースホースランキングにおいて、いずれもアメリカンファラオ

【131】を超えることが出来なかった。 

LONGINES World's Best Racehorse Rankings 

Leading Horses 

Rank Horse Rating Trained 

1 AMERICAN PHAROAH (USA) 131 USA 

2 GOLDEN HORN (GB) 130 GB 

3 TREVE (FR) 126 FR 

4 ABLE FRIEND (AUS) 125 HK 

4 SHARED BELIEF (USA) 125 USA 

6 SOLOW (FR) 124 FR 

 ゴールデンホーンはわずか 3 週間の内に愛チャンピオンステークス(G1)
と凱旋門賞(G1)を制し、レーティングは前回と変わらず 130 ポンドとなっ

ている。抜群の能力を誇る同馬は今シーズン限りで引退、種牡馬となる予

定であるが、馬主のアンソニー・オッペンハイマー氏によると、ブリーダ

ーズカップターフ(G1)への出走も真剣に検討中とのことである。 

 



 トレヴはヴェルメイユ賞(G1)では他馬を圧倒し、凱旋門賞では 4 着とな

った。ヴェルメイユ賞でのパフォーマンスにより、同馬のレーティングは

124 ポンドから 126 ポンドに上がり、これによりランキング第 3 位となっ

た。5 歳牝馬の同馬は、2013 年にはランキングトップタイであったが、こ

れをもって引退し、今後は繁殖生活を送ることとなる。 

 この他凱旋門賞では、ここまで安定した成績を収めてきたフリントシャ

ー【123】が 2 着、今回新たにランキングに加わったニューベイ【122】が

3 着だった。ゴールデンホーンとフリントシャーの着差は 2 馬身であった

が、2 着から 4 着はクビ差、ハナ差と僅かであった。なお、ニューベイは

前走のニエル賞(G2)を 2 馬身 1/2 差で制している。また、7 月にパリ大賞

(G1)を制したイラプト【120】は凱旋門賞では 5 着となり、今回新たにラ

ンクインした。 

 しかしながら、今回新たにランキング入りした中で最も高いレーティン

グを得たのが、オーダーオブセントジョージ【123】である。同馬は愛セ

ントレジャー(G1)では、2 着に 11 馬身差をつける圧巻のパフォーマンスを

披露した。 

 一方、5月にタタソールズゴールドカップ(G1)を制したアルカジーム【121】
については、同競走 2 着のファッシネイティングロック【120】が 9 月の

KPMG エンタープライズステークス(G3)を 6 馬身差で制したことにより、

当初のレーティングから今回上方修正されることとなった。 

 この他、仏 2000 ギニー(G1)の勝馬メイクビリーブ【121】は凱旋門賞当

日に施行されたフォレ賞(G1)を制し、新たにランクインした。また、トー

ナリスト【120】はジョッキークラブゴールドカップ (G1)を 2 年連続で制

した。 


